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解　説
第１５章　　　　財政
大阪府の財政
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平成30年度の普通会計決算の実質収支は59億円の黒字で11年連続
  大阪府地方財政状況調査によると、平成30年度の普通会計決算の状況は59億円の黒字で、11年連続となりました。

　歳入歳出別にみると、歳入は、景気の緩やかな回復が続き、企業業績が好調に推移したことなどにより法人二税が増加しましたが、府費負担教職員制度の見直しに伴う指定都市への税源移譲等による個人府民税の減少などにより、全体としては900億円(前年度比3.4％)の減少となりました。
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資産の部 負債の部

Ⅰ　流動資産 4,567 4,744 ▲ 177 Ⅰ　流動負債 7,820 8,238 ▲ 418

現金預金 721 637 84 地方債 6,948 7,297 ▲ 349

未収金 336 367 ▲ 31 賞与等引当金 457 439 17

不納欠損引当金 ▲ 122 ▲ 126 4 その他 415 502 ▲ 87

基金 2,921 3,099 ▲ 178

その他 710 767 ▲ 57 Ⅱ　固定負債 55,758 55,753 5

地方債 51,633 51,489 144

Ⅱ　固定資産 68,045 67,616 429 長期借入金 － － －

事業用資産 21,629 21,752 ▲ 123 退職手当引当金 3,782 3,936 ▲ 155

インフラ資産 29,727 29,841 ▲ 114 その他 343 327 15

建設仮勘定 3,329 3,149 179

投資その他の資産 12,915 12,444 471 63,578 63,991 ▲ 413

出資金 5,329 5,510 ▲ 181純資産の部

長期貸付金 2,093 2,152 ▲ 59 純資産 9,035 8,369 665

貸倒引当金 ▲ 19 ▲ 18 ▲ 1

基金 5,331 4,589 742

その他債権 181 211 ▲ 30

その他 446 430 16 9,035 8,369 665

72,612 72,361 252 72,612 72,361 252

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

科目 科目

負債の部合計

貸借対照表

（平成31年３月31日現在）



（単位：億円）

　歳出は、府費負担教職員制度の見直しに伴う指定都市への税源移譲等による税関連歳出の減少などにより、全体としては928億円(同3.5％)の減少となりました。

大阪府の貸借対照表

　大阪府では、平成23年度決算から従来の官庁会計の仕組みに、複式簿記・発生主義という企業会計の
考え方を取り入れた新公会計制度を導入しています。日々の仕訳入力に基づく平成30年度の財務諸表のうち、貸借対照表によると、平成31年３月31日現在、７兆2,612億円の資産と６兆3,578億円の負債があります。純資産は9,035億円で、前年度に比べ665億円増加しています。


市町村の財政

  平成30年度の府内市町村普通会計決算額は、歳入４兆2,246億円(前年度比2.3％増加)、歳出４兆1,841億円(同2.1％増加)となっており、決算の形式収支(歳入－歳出)は405億円の黒字となっています。
  平成30年度の歳入を科目別にみると地方税は１兆6,710億円(前年度比5.2％増加)、地方交付税は2,737億円(同1.0％減少)、国府支出金は１兆1,194億円(同1.5％減少)、地方債は3,144億円(同0.9％減少)などとなっています。

平成30年度の歳出を目的別にみると、民生費が１兆8,274億円(前年度比0.9％減少)で、歳出に占める構成比は43.7％と高いものになっています。
歳入





歳出





 大阪府普通会計の歳入歳出決算額の推移 





[大阪府統計年鑑　第15章1、2表より]





※貸借対照表は、財務諸表の作成基準日における資産、負債及び純資産の状況を明らかにするものです。


※平成30年度より、大阪府の財務諸表に「地方公営企業法」に基づく財務規定を適用していることから、「流域下水道事業特別会計」が貸借対照表から外れました。対前年度比較をしやすくするため、平成29年度の金額からも控除して作成しています。





[大阪府会計局「大阪府の財務諸表　平成30年度」より]





 府内市町村の歳入の内訳(平成29年度・平成30年度) 





※普通会計とは、各地方公共団体共通の基準による統計上の会計区分を設定して、


各地方公共団体間の財政比較が可能となるようにするものです。





[大阪府統計年鑑　第15章9表より]





 府内市町村の歳出の内訳(平成29年度・平成30年度) 








